
　
１
９
５
０
年
山
形
生
ま
れ
。

東
京
都
立
大
院
卒
。
元
千
葉
大

大
学
院
工
学
研
究
科
准
教
授

（
金
属
疲
労
専
攻
）。
金
属
疲
労

の
研
究
の
ほ
か
、
他
分
野
の

テ
ー
マ
の
研
究
開
発
に
努
め
る

と
と
も
に
日
本
各
地
の
地
域
お

こ
し
活
動
に
従
事
す
る
。
ロ
ー

カ
ル
鉄
道
と
地
元
の
酒
蔵
の
コ

ラ
ボ
で
地
域
再
生
を
図
る
地
酒

「
鐵
の
道
」の
製
造・販
売
を
企

画
、す
で
に
10
件
を
超
え
る
銘

柄
を
送
り
出
し
て
い
る
。一
般

社
団
法
人「
洸
楓
座
」代
表
。一

般
財
団
法
人
「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
い
す
み
」代
表
。

　
前
回
㊤
で
紹
介
し
た
ブ
ル
ネ
ル
と
、

今
回
紹
介
す
る
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
は
、

ク
リ
ミ
ア
戦
争
で
の
野
戦
病
院
で
大
き

な
貢
献
を
行
っ
た
。
ブ
ル
ネ
ル
は
プ
レ

ハ
ブ
式
の
野
戦
病
院
を
設
計
し
、
ち
な

み
に
す
で
に
衛
生
面
や
換
気
や
温
度
管

理
な
ど
の
概
念
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い

た
。
一
方
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
は
、
劣

悪
な
環
境
や
施
設
状
況
の
下
で
、
独
自

の
観
察
と
工
夫
を
行
い
、
傷
病
兵
の
生

坊
の
世
話
／
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
病
気
の
時
の
回
復
の
た
め
の
看

護
で
は
な
く
、
日
常
の
暮
ら
し
そ
の
も

の
で
あ
る
。
看
護
師
に
は
も
ち
ろ
ん
で

あ
る
が
、
一
般
人
の
立
場
で
も
必
要
な

内
容
で
あ
る
。

も
あ
っ
た
、
主
宰
者
の
金
井
一
薫
（
か

な
い
ひ
と
え
）
氏
で
あ
る
。
ナ
イ
チ
ン

ゲ
ー
ル
の
看
護
学
に
由
来
し
た
研
究
者

で
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
優
れ
た
看
護

い
て
貢
献
し
て
い
る
。
本

年
５
月
か
ら
は
ナ
イ
チ
ン

ゲ
ー
ル
看
護
研
究
所
で

で
近
代
介
護
の
基
礎
を
つ
く
っ
た
。
こ

う
し
て
、５
月
12
日
は
、世
界
で
は
「
国

際
看
護
師
の
日
」
や
「
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー

東
京
・
早
稲
田
大
学
の
リ

サ
ー
チ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
直
ぐ
前
に
あ
る

出
版
社
、
㈱
現
代
社
の
社

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の

　

思
想
が
琴
線
に
触
れ
た

　
金
井
氏
は
、
１
９
７
０
年
に
看
護
に

つ
い
て
の
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
思
想
を

自
身
が
看
護
師
の
時
に
出
会
い
共
鳴
、

す
な
わ
ち
琴
線
に
触
れ
た
よ
う
で
あ

る
。
以
来
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
に
つ
い

て
の
翻
訳
や
著
作
を
行
っ
て
い
る
。
出

版
業
を
行
っ
て
い
た
小
南
吉
彦
氏
と
出

会
い
、
後
に
結
婚
。
看
護
学
書
籍
を
専

門
と
す
る
出
版
社
、
㈱
現
代
社
を
設
立

し
、
と
り
わ
け
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
に
関

す
る
著
作
を
行
っ
て
い
る
。
ナ
イ
チ
ン

ゲ
ー
ル
の
看
護
学
の
理
論
と
実
務
に
お

　
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
に
は
名
言
が
多

い
。「
理
論
は
実
践
に
支
え
ら
れ
て
い

る
限
り
は
有
用
で
あ
る
が
、
実
践
の
伴

わ
な
い
理
論
は
看
護
師
に
破
滅
を
も
た

ら
す
」
と
厳
し
い
。
次
の
言
葉
は
、
筆

者
の
地
域
活
性
化
の
思
想
と
重
な
る
。

「
看
護
の
仕
事
は
、
快
活
な
、
幸
福
な
、

希
望
に
満
ち
た
精
神
の
仕
事
で
す
。
犠

牲
を
払
っ
て
い
る
な
ど
と
は
決
し
て
考

え
な
い
、
熱
心
な
、
明
る
い
、
活
発
な

女
性
こ
そ
、
本
当
の
看
護
師
と
い
え
る

の
で
す
。」

存
率
を
著
し
く
改
善
し
た
。こ
の
た
め
、

<

ク
リ
ミ
ア
の
天
使>

と
も
呼
ば
れ

る
。
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
誕
生
日
は

１
８
２
０
年
５
月
12
日
で
、
今
年
は
生

誕
２
０
３
年
に
あ
た
る
。
１
９
１
０
年

８
月
13
日
、
90
歳
で
他
界
。
生
涯
独
身

ル
デ
ー
」
と
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は

「
看
護
の
日
」
で
あ
る
。

　
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

日
本
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

２
０
０
２
年
に
Ｂ
Ｂ
Ｃ
が
行
っ
た

『
１
０
０
人
の
偉
大
な
英
国
人
』
で
は

ブ
ル
ネ
ル
は
第
２
位
の
得
票
。
ナ
イ
チ

ン
ゲ
ー
ル
は
第
52
位
で
あ
っ
た
。
日
本

で
ブ
ル
ネ
ル
の
知
名
度
が
低
い
の
は
、

独
自
に
改
革
や
革
新
を
進
め
る
ブ
ル
ネ

ル
の
よ
う
な
人
物
は
明
治
政
府
が
進
め

る
施
策
に
混
乱
を
導
く
も
の
と
、
明
治

政
府
が
意
図
的
に
日
本
へ
伝
え
な
か
っ

「
金
井
塾
」
を
行
う
と
い
う
。

　
『
看
護
覚
え
書
』（
金
井
一
薫
編
著
、

西
東
社
）
は
、
そ
の
題
名
に
も
あ
る
よ

う
に
イ
ラ
ス
ト
と
図
解
で
、
初
心
者
に

も
わ
か
る
入
門
書
で
あ
っ
た
。
現
代
社

か
ら
は
今
年
２
０
２
３
年
１
月
６
日
に

『
看
護
覚
え
書
』（
第
８
版
、３
０
８
頁
）

を
発
売
し
た
。
そ
の
章
立
て
は
、
病
気

と
は
回
復
過
程
で
あ
る
／
換
気
と
保
温

／
・
・
／
食
事
／
・
／
ベ
ッ
ド
と
寝
具

類
／
陽
光
／
部
屋
と
壁
／
か
ら
だ
の
清

潔
／
・
／
病
人
の
観
察
／
・
・
／
赤
ん

た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
と
は
逆

で
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
は
、
看
護

や
介
護
の
聖
女
で
あ
り
歓
迎
さ
れ

る
人
物
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
は
、
絵
本
や
伝

記
に
も
登
場
し
幼
児
に
も
親
し
ま

れ
て
い
る
。
親
切
や
思
い
や
り
を

テ
ー
マ
で
、
３
年
生
の
道
徳
の
教

科
書
で
も
教
え
ら
れ
て
い
る
。

　
今
年
の
５
月
13
日
（
ナ
イ
チ
ン

ゲ
ー
ル
の
誕
生
日
の
翌
日
）
に
、

屋
４
階
で
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
看

護
研
究
所
の
「
金
井
塾
」
が
開
催

さ
れ
た
。
筆
者
も
参
加
し
た
。
写

真
は
同
研
究
所
の
所
長
で
、
看
護

学
の
真
髄
を
自
身
の
看
護
学
と
し
て
大

成
し
た
。
そ
の
た
め
、
国
内
に
弟
子
や

崇
拝
者
な
ど
多
く
の
関
係
者
が
い
る
。

　

金
井
氏
の
看
護
理
論
は
、
Ｋ

Ｏ
Ｍ
Ｉ
ケ
ア
理
論
と
よ
ば
れ

る
。Kanai Original M

odern 
Innovation

の
略
で
も
あ
り
本
名
の

KOM
INAM

I

の
四
文
字
で
も
あ
る

と
い
う
。
そ
の
内
容
は
、
看
護
に
も
理

論
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
信
念
に
由
来

す
る
。
そ
れ
は
、「
看
護
と
は
」「
病
気

と
は
」「
健
康
と
は
」、
さ
ら
に
「
人
間

と
は
」
の
問
い
か
け
と
そ
の
解
答
と
し

て
の
「
看
護
の
も
の
さ
し
」
を
基
準
と

し
て
提
示
し
て
い
る
。

学
の
国
内
リ
ー
ダ
ー
で
元
大
学
教
授
で

ブ
ル
ネ
ル
と
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
誕
生
日
に
ち
な
ん
で
㊦

フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル

自著の『ナイチンゲールの看護覚え
書』を手にした金井一薫氏（ナイチ
ンゲール看護研究所、2023 年 5 月
13 日、筆者撮影）

金井塾の一シーン（5月 13 日）
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